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●
助
成
額　
　

１
８
０
万
円

●
助
成
内
容　

も
ち
つ
き
（
臼う
す

・
き
ね
・

せ
い
ろ
・
羽
釜
・
か
ま
ど
）、
コ
ン
ロ
セ

ッ
ト
各
２
セ
ッ
ト
、
ス
テ
ン
レ
ス
ジ
ャ
ー

２
台
、
ず
ん
ど
う
鍋
２
個
、
テ
ン
ト
２
張

り
、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
５
台
、
パ
イ
プ
い

す
20
脚
、
移
動
用
放
送
設
備
１
セ
ッ
ト
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
Ｍ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
１
台
、
は
ん

て
ん
20
着

　

２
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
８
月
に
盆
踊
り

大
会
、
１
月
に
も
ち
つ
き
大
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
当
地
区
は
急
激
な
人
口
増
加
に
よ

り
、
備
品
用
具
な
ど
の
不
足
か
ら
、
運
営
面

で
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
助
成
事

業
で
整
備
が
で
き
、
８
月
15
日
の
盆
踊
り
大

会
で
は
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
団
体
や
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
行
事
、

班
ご
と
の
芋
煮
会
な
ど
多
目
的
に
利
用
し
、

か
ま
ど
は
緊
急
時
の
炊
き
出
し
に
も
活
用
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
助
成
額　
　

１
１
０
万
円

●
助
成
内
容　

テ
ン
ト
２
張
り
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
ア
ン
プ
１
セ
ッ
ト
、
パ
イ
プ
い
す
30

脚
、
は
っ
ぴ
１
０
０
着

　

こ
れ
ま
で
行
事
が
あ
る
た
び
、
備
品
な
ど

が
古
く
悩
み
の
種
で
し
た
が
、
自
治
会
内
で

「
い
ま
」
そ
し
て
「
こ
れ
か
ら
」
必
要
と
な

る
も
の
を
検
討
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
備
品

が
届
き
、
自
治
会
員
40
名
が
集
ま
っ
て
「
宝

く
じ
は
豊
か
さ
を
築
く
チ
カ
ラ
持
ち
」
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
張
り
付
け
る
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
作
業
中
、「
自
治
宝
く
じ
」
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
み
ん
な
で

認
識
を
新
た
に
し
、
こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す

地
区
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
助
成
額　
　

１
９
０
万
円

●
助
成
内
容　

屋
外
用
放
送
設
備
一
式
、

イ
ン
バ
ー
タ
ー
発
電
機
１
台

　

屋
外
で
の
行
事
、
活
動
な
ど
が
よ
り
活
発

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
屋
外
用
放
送
設
備
を
購

入
し
ま
し
た
。
10
月
よ
り
貸
し
出
し
を
始
め

ま
す
の
で
、
社
会
教
育
課
（
中
央
公
民
館
内
）

お
よ
び
生
涯
学
習
課
（
本
庁
２
階
）
で
申
請

で
き
ま
す
。

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
、
平
成
19
年

度
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
８
団
体
が
採
択
さ
れ
、
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
そ
の
う
ち
の
６
団
体
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
度
分
の
募
集
は
、
９
月
25
日（
火
）で
締
め
切
り
ま
し
た
。

鷹
巣
自
治
会

南
町
自
治
会

白
石
市
（
社
会
教
育
課
）

　自治会主催のコミュニ
ティ活動である盆踊り大
会で、自治会員の皆さん
にこの助成で備品を整備
した経緯を伝えたところ、
宝くじ助成事業の趣旨に
ついて理解と賛同をいた
だきました。これからも、
自治会の皆さんの文化活

動や学習活動、おまつりなどのコミュニティ行
事の場で活用して、コミュニティの健全な発展
を図りたいと思います。

鷹巣自治会長
千葉　昭さん

　これまでは自治会の行
事、各団体でのコミュニ
ティ活動の備品などが老
朽化しており、行事の運
営に支障を来していまし
た。なんとかしなければと
検討していたところ、自治
宝くじコミュニティ助成事

業の助成金を受けることができました。
　早速新しい備品で行事を行うことができ、さ
らに楽しく明るいコミュニティの輪が広がるもの
と確信します。

南町自治会長
岩山育也さん

や
る
気
応
援
情
報
掲
示
板
特
大
号
②

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
が
図
ら
れ
て
い
ま
す

〜
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
〜

問
生
涯
学
習
課　

0
２
２
―
１
３
２
７

▲新しい備品で盛り上がった鷹巣地区の盆踊り大会

▲９月２日の自治会の運動会で使い初め。

▲自治会やまちづくり団体などの屋外での
行事に貸し出します。
　お問い合わせは社会教育課まで。
　022-1343

宝 く じ は
豊かさ築く
チカラ持ち。

宝くじは、広く社会に
役立てられています。
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●
助
成
額　
　

２
５
０
万
円

●
助
成
内
容　

大
人
用
は
ん
て
ん
80
着
、

子
ど
も
用
は
ん
て
ん
20
着
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス

ア
ン
プ
１
セ
ッ
ト
、
発
電
機
１
台
、
ド
ラ

ム
４
個
、
投
光
ラ
イ
ト
10
個
、
デ
ジ
タ
ル

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
各
１
台
、
テ
ン
ト
３
張

り
、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
20
台
、
パ
イ
プ
い

す
50
脚

　

８
月
18
日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら
開
催
し

た
第
９
回
上
原
夏
祭
り
は
、
全
員
が
お
そ
ろ

い
の
は
ん
て
ん
を
着
用
し
た
こ
と
か
ら
、
仲

間
意
識
が
一
段
と
高
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
テ
ン
ト
の

お
か
げ
で
祭
り
に
は
支
障
な
く
、
新
し
く
購

入
し
た
発
電
機
か
ら
の
投
光
ラ
イ
ト
は
、
み

ん
な
を
明
る
く
照
ら
し
、
テ
ー
ブ
ル
と
い
す

が
増
え
た
の
で
全
員
で
飲
食
が
で
き
、
楽
し

い
一
夜
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

●
助
成
額　
　

１
４
０
万
円

●
助
成
内
容　

太
鼓
１
台
、
会
議
用
テ
ー

ブ
ル
10
台
、
パ
イ
プ
い
す
30
脚
、
物
置
１

棟
、
コ
ン
パ
ク
ト
メ
ガ
ホ
ン
２
個
、
強
力

ラ
イ
ト
24
個

　

当
自
治
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心

と
し
た
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
に
は
「
長
袋
神
明
社
春
祭
り
」

が
あ
り
、
多
く
の
児
童
が
参
加
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
祭
り
が
よ
り
盛
り
上
が
る
よ
う
、

大
太
鼓
を
そ
ろ
え
た
い
と
い
う
長
年
の
願
い

も
か
な
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と

し
た
事
業
が
推
進
さ
れ
、
地
域
間
の
交
流
も

活
発
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
メ
ガ
ホ
ン
や
強
力
ラ

イ
ト
は
、
地
域
の
防
犯
活
動
の
強
化
の
た
め

に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

●
助
成
額　
　

２
３
０
万
円

●
助
成
内
容　

ハ
イ
テ
ク
太
鼓
、
太
鼓
用

平
置
台
各
７
台

　

当
会
は
、
大
鷹
沢
地
区
に
住
む
子
ど
も
た

ち
と
そ
の
親
で
結
成
し
、
自
治
会
と
一
体
と

な
り
な
が
ら
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
、

太
鼓
を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
当

会
が
所
有
す
る
太
鼓
の
数
が
不
足
し
て
お

り
、
ほ
か
の
団
体
か
ら
借
用
し
な
が
ら
太
鼓

の
披
露
や
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
ほ
か
の

団
体
に
は
ご
迷
惑
を
掛
け
て
ば
か
り
で
、
大

変
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
し
た
。

　

太
鼓
が
そ
ろ
っ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

に
納
得
の
い
く
練
習
を
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
、
技
術
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
地
域

や
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
は
ぐ
く
む
こ
と

で
、
将
来
の
地
区
を
支
え
る
人
材
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。

上か
み

原は
ら

自
治
会

山
根
自
治
会

大
鷹
沢
子
ど
も
太
鼓
の
会

　太鼓の指導を始め
て15年の節目に、悲願
だった太鼓を購入する
ことができました。
　子どもたちも地域も
そして伝統文化も育っ
て、にぎわいが生まれ
ることと思います。

　今回の助成事業に厚く感謝し、子ども
たちの笑い声が響きわたるまちづくりと伝
統文化を伝える活動に励んでいきたいと思
います。

　助成事業を活用でき
ましたことに厚くお礼
申し上げます。
　自治会での１年に１
度の全員参加の催し
が｢夏祭り｣です。
　このたび、250万円
でそろえた備品を大い

に活用し、これからも大切に維持管理する
ことで、ますます地域の活性化に役立て、
他の模範となるように努めていきたいと思
います。

上原自治会長
榛澤利雄さん

　山根自治会では、子
どもたちと地区住民が
ふれあう活動を活発に
行っています。
　このたびの助成事
業の申請では、やる気
応援隊（生涯学習課）に
親身に相談に乗ってい

ただき、おかげさまで当事業が採択されま
した。これからも、ふれあいの創出に積極
的に取り組むことができます。ありがとう
ございました。

山根自治会長
山谷康一さん

大鷹沢子ども太鼓の会代表
佐藤勝一さん

▲新しいテントの中で親ぼくが深まります

▲新しい太鼓の前で笑顔の子どもたち

▲新しい太鼓で演奏を披露


